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○小項目４    「２１世紀ＣＯＥプログラムに基づく世界最高水準の研究を目指す」

の分析 

  a)関連する中期計画の分析 

計画 4-1「21 世紀ＣＯＥプログラムに基づく世界最高水準の研究教育拠点形成を推進

する。」に係る状況 

 

①21 世紀ＣＯＥプログラムの支援体制 

学長を本部長とするＣＯＥ推進本部及びＣＯＥ運営委員会の設置，専任事務及び技術

職員の配置等による支援体制を構築した【資料 4-1-1】。コアとなる高エネルギー医学研

究センターを統合後の全学組織に位置づけ重点化するとともに，ＣＯＥ教員制度の整備，

ＣＯＥ特別研究員，博士研究員の採用により学術的研究体制を整えた【資料 4-1-2,3】。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料 4-1-1 21 世紀ＣＯＥプログラム支援体制図 

ウエイト 

（事務局資料）

ＣＯＥ推進本部

各研究科

将来ＣＯＥに結びつく研究

高エネ・医学系研究科

21世紀ＣＯＥプログラム

ＣＯＥ運営委員会

本部長:学長
本部員：理事，研究科長，拠点リーダー

・ＣＯＥプログラムの推進
・ＣＯＥプログラム研究成果の評価
・ＣＯＥプログラム等を目指す教育拠点の育成

拠点リーダー
事業推進担当者
専任事務職員・技術職員

  
平成 15 年度 
   （人） 

平成 16 年度 
（人）

平成 17 年度 
（人）

平成 18 年度 
（人）

平成 19 年度 
 （人） 

計（人）

研究員 3 4 6 7 4 24

技術者  1 1  2

技術補佐員 4 5 8 9 9 35

事務補佐員  1 2 3 6

ＲＡ   0

計 7 9 16 19 16 67

（高エネルギー医学研究センター資料より）
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資料 4-1-2 ＣＯＥ研究支援体制の状況 
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資料 4-1-3 ＣＯＥ関連雇用制度規程 

（「福井大学規則集」より）

福井大学ＣＯＥ教員取扱要項 （抜粋） 
                                        平成 16 年 4 月 1 日 

                                           学長裁定      
 （趣旨） 

第１ この要項は，福井大学（以下「本学」という。）における研究拠点形成費補助金（以下「補助金」という。）によ

る事業（以下「21 世紀ＣＯＥ事業」という。）のために雇用される教員に関し，必要な事項を定めるものとする。 
（略） 

 （名称等） 

第２ 補助金により雇用される教員の名称は，ＣＯＥ教員とする。 
２ ＣＯＥ教員は，教授に相当する者，准教授に相当する者及び助教に相当する者とする。 

（略） 
 （職務内容） 

第６ ＣＯＥ教員は，21 世紀ＣＯＥ事業における教育研究に従事するものとする。 
（略） 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

福井大学ＣＯＥ研究員取扱要項 （抜粋） 
平成 16 年 4 月 1 日

                                            学長裁定     

 （趣旨） 

第１ この要項は，福井大学（以下「本学」という。）における研究拠点形成費補助金（以下「補助金」という。）によ

る事業（以下「21 世紀ＣＯＥ事業」という。）のために雇用される研究員に関し，必要な事項を定めるものとする。 
（名称） 

第２ 補助金により雇用される研究員の名称は，ＣＯＥ研究員とする。 
（略） 

 （職務内容） 

第５ ＣＯＥ研究員は，21 世紀ＣＯＥ事業における研究に従事するものとする。 
（略） 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

福井大学ＣＯＥ教育研究支援者取扱要項 （抜粋） 
平成 16 年 4 月 1 日

学長裁定     

 （趣旨） 

第１ この要項は，福井大学における研究拠点形成費補助金による事業（以下「21 世紀ＣＯＥ事業」という。）を推進

するために雇用される教育研究を支援する者（以下「ＣＯＥ教育研究支援者」という。）に関し，必要な事項を定めるも

のとする。 
（略） 

 （職務内容） 

第４ ＣＯＥ教育研究支援者は，拠点リーダーの指示に従い，21 世紀ＣＯＥ事業の支援業務に従事するものとする。 
（略） 

 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

福井大学ＣＯＥリサーチ・アシスタント（ＲＡ）取扱要項 （抜粋） 
                                          平成 16 年 4 月 1 日

                                            学長裁定      

（趣旨） 

第１ この要項は，福井大学（以下「本学」という｡）における研究拠点形成費補助金による事業（以下「21 世紀ＣＯ

Ｅ事業」という。）のために雇用されるリサーチ・アシスタント（以下「ＣＯＥリサーチ・アシスタント（ＲＡ）」とい

う。）に関し，必要な事項を定めるものとする。 
（略） 

（職務内容） 

第４ ＣＯＥリサーチ・アシスタント（ＲＡ）は，21 世紀ＣＯＥ事業に必要な補助業務に従事するものとする。 
（略） 
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②生体画像医学研究教育 

大学組織を活用したＩＡＥＡトレーニングコース，国際・国内ワークショップ開催等

により，生体画像医学研究教育の拠点形成を図った【資料 4-1-4】。 

 
 
 
資料 4-1-4 生体画像医学研究教育 

■ ＩＡＥＡトレーニングコース 

 

 

平成 17 年度に「ＩＡＥＡ・ＲＣＡポジトロン断層撮影トレ

ーニングコース」を開催し，アジア地域９カ国 21 名の参加者

を含め，５日間にわたる研修を実施した。当研修会は，アジ

ア原子力地域協力協定に基づくもので，本学が所有する最新

鋭の画像診断装置を利用し，高度な診断技術等を学習した。

（高エネルギー医学研究センター資料）

（高エネルギー医学研究センター資料）

「ＩＡＥＡ・ＲＣＡポジトロン断層撮影トレーニングコース」
プログラム  －抜粋－ 

（福井新聞 H17.10.4）
■ ワークショップ 

■ セミナー 

開催日 開 催 場 所 担 当 者 テ ー マ 

H16.8.30 
福井大学 
（看護大講義室） 

米倉 義晴 生体画像医学の統合研究プログラム 

Ｈ17.12.13 

～14 
ユアーズホテルフクイ 米倉 義晴 

The Third International Workshop on Biomedical 

Imaging 

H17.3.14 
福井大学 

（アカデミーホール） 
佐藤  真 

神経科学における多様なイメージング技術の応用と

統合 

H18.9.23 
福井商工会議所 
（国際ホール） 

藤林 康久 
Cell signaling for pharmacological targets and 
bioimaging research 

開催日 演    者 演   題 

H16.6.14 
慶應義塾大学 
医学部医化学教室 

教授 末松 誠 
メタボローム解析による低酸素性赤血球
代謝リモデリングと微小循環病態制御 

H16.9.22 京都大学 名誉教授 眞崎 知生 
エンドセリン―発見から病気との関連、
創薬まで 

H16.9.24 

Department of 

Anatomy&Developmental 

Biology,University  
College London 

Professor
John G.  

Parnavelas 
CORTICAL INTERNEURON MIGRATION 

H16.11.1 
フレデリックジョリ病院
脳機能画像研究所 

教授 Denis Le Bihan
Bridging the gap between brain and 
function with MRI 

H17.11.2 
東京大学 
大学院薬学系研究科 

助手 浦野 康照 
Rational and Flexible Design 
Strategies of Novel Fluorescence Probe

H19.3.12 
新潟大学 
大学院医歯学総合研究科

助教授 小田野 行男 18F-Flumazenil とその動態解析 

H19.10.11 McGill University Professor Mirko Disksic
Serotonin synthesis alteration and 

brain disorders 
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③国際的な教育研究拠点形成 

国内外機関との学術協定締結（国際５機関，国内１機関）【資料 4-1-5】，先導的な共同

研究【資料 4-1-6,7】を実施している。 

画像医学研究領域において世界的に高水準の研究環境を整備し【資料 4-1-8】，国内外

研究者の受入れ，国際学会の運営並びに会議開催・若手研究者の育成等，国際的研究拠

点の役割を果たした【資料 4-1-9】。 

 

 

機 関 名 主な交流内容 

部局間学術交流協定 

ワシントン大学医学部マリンクロット放射線医

学研究所(米国)  

外部評価，留学生交換，サイクロトロン利用技術開発，共同

研究 

テキサス大学ヒューストン健康科学センター

（米国） 
分子イメージング共同研究 

大学間学術交流協定 

テキサス大学 M.D.Anderson がんセンター(米国) 分子イメージング共同研究 

インド工科大学カラプール校(インド) 分子イメージング共同研究，大学院学生指導 

ジョセフ フーリエ大学(フランス) 分子イメージング共同研究，研究者・学生の交流 

（独）放射線医学総合研究所 分子イメージング共同研究 

 

 

 

機関名 国名 研究名称 

ワシントン大学 アメリカ Cu, Br の製造に関する研究 

テキサス大学 M.D. Anderson がんセンター アメリカ Br, T-NET に関する研究 

グルノーブル大学 フランス RGD, ポリマーに関する研究 

（事務局資料）

資料 4-1-5 学術協定締結 

資料 4-1-6 主な国際共同研究（平成 19 年度） 

（事務局資料）
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事例➁：日本学術振興会二国間交流事業によるロシアとの共同研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4-1-7 国際共同研究事例 

平成 16 年度にテキサス大学ＭＤア

ンダーソンがんセンターとの大学間

国際交流協定を締結し，高エネルギー

医学研究センター教員が新しい腫瘍

イメージング用分子プローブの評価

を行うために渡米して Experimental 

Diagnostic Imaging 部門との共同研

究を実施した。その結果，当該プロー

ブを用いると神経提細胞由来の腫瘍

を分子イメージングできる可能性が

見出された。 

事例①：テキサス大学ＭＤアンダーソンがんセンターとの共同研究 

ＭＤアンダーソンがんセンター 

実験の様子 

高エネルギー医学研究センターでは，文部科学省平成 19

年度原子力研究交流制度により，バングラデシュからの核医

学の准教授 1 名を受入れ，ＰＥＴ（陽電子放射線断層撮影装

置）に関する研究指導を行っている。バングラデシュには現

在ＰＥＴ施設がなく，数年後に１施設が稼動する予定である。

そこで，国際的に評価の高い福井大学でＰＥＴに関する研究

及び臨床現場を視察することによって得た経験・知識をバン

グラデシュに持ち帰り，本国で指導者として活躍する予定で

ある。 

事例②：原子力研究交流制度に基づくＰＥＴに関する研究指導 

ＰＥＴによる診断の様子 

高エネルギー医学研究センターとタイの

チュラボーンがんセンターサイクロトロン

ＰＥＴセンターとを研究開発ネットワーク

「ＪＧＮⅡ」で結び，高速で鮮明なデータ

送受信により遠隔地間の医療行為に活用す

るための共同実験を開始した。 

同装置を利用し，共同セミナーによる研

究者同士の交流・遠隔医療用のソフトウェ

アの開発等を実施し，発展途上国への国際

遠隔医療の実現を目指している。 

事例③：タイチュラボーンがんセンターとの遠隔医療実験 

（県民福井 H19.11.13） 

（事務局資料）
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小動物 PET，セミホットセル，団体ターゲ

ット処理システム，サイクロトロン 2 号

機を導入し、研究環境を整備した。 

<小動物用 PET 装置> 

右側：画像再構成用パソコン(白)(SHR03)と

モニター 

中央：操作用コンソールパソコンとモニター

左側：画像解析用パソコンとモニター 

<画像処理用パソコン> 

<セミホットセル> 

（高エネルギー医学研究センターＨＰ及び資料より）

資料 4-1-8 高エネルギー医学研究センターの世界的高水準の研究環境 
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＜学会開催＞ 

  The Third International Workshop on Biomedical Imaging (Fukui-2004) 2004 年 12 月 福井 

  FASMI 2006 年 5 月 京都，9 月 ハワイ，2007 年 6 月 福井， 

 2007 年 9 月 プロビデンス(米国) 

      2008 年 3 月 Web 会議 

  JSMI 設立 2006 年 5 月 京都 

   

＜人材育成＞ 

  IAEA ワークショップ開催 2005 年 10 月 福井 

  外国人研究者受入 4 名 

  Web 会議システムを導入し、タイと遠隔カンファレンスを行った。 

 

 
年度 件数 金額    (円） 年度 件数 金額    (円）

平成１６年度 6 4,500,000 平成１８年度 5 1,672,080

平成１７年度 11 7,100,000 平成１９年度 5 1,619,770

平成１８年度 3 6,000,000 計 10 3,291,850

平成１９年度 3 6,000,000

計 23 23,600,000

若手研究費採択 若手海外出張旅費支給

（事務局資料） 研
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計画 4-2「生体内の様々な機能情報を画像化するための標識薬剤の開発研究とデータ

収集・解析法の開発研究を行い，悪性腫瘍，脳疾患，心疾患などにおける臨床的意義

の確立を目指す。」に係る状況 

（Ⅲ表：42-07） 

 

21 世紀ＣＯＥ【資料 4-2-1】，リーディングプロジェクト等の大型研究費を基盤とし

て，低酸素組織集積[Cu-62]ＡＴＳＭ等の多様な標識薬剤を開発した【資料 4-2-2】。こ

の内，低酸素組織集積[Cu-62]ＡＴＳＭの研究は，放射線医学総合研究所他３大学との

多施設共同研究を経て臨床応用を開始した。 

また，乳癌・骨盤内腫瘍を標的とするエストロゲンリガンドを国内で初めて臨床応

用した。さらに，ＰＥＴ，ＭＲＩを用いた新規データ収集・画像解析法を確立した【Ⅲ

表:42-07-2011,2006,2013,2009,2010,2014,2015,2005,】。【資料 4-2-3】【Ⅲ表 42-07】 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 4-2-1 21 世紀ＣＯＥプログラム事業「生体画像医学の統合研究プログラム」について 

（本学ＨＰ及び高エネルギー医学研究センター資料より）
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 ■ 基礎的研究成果 

■ 臨床成果 

子宮内膜癌 子宮筋腫 

FESFDG FDG FES 

エストロゲンレセプターをイ

メ ー ジ ン グ す る 薬 剤 と し て

F-18-estradiol(FES) 自 動 合 成

システムを開発し臨床に供した

（上図）。これとは別に[Cu-62] 

Cu-ATSM の低酸素がん親和性と

低酸素がんの代謝特性について

詳細に検討を行った。その結果、

がん内 Cu-ATSM 集積部位には血

管新生がみられず増殖細胞も非

常に少ないにも関わらず壊死し

ないという非常に制御された状

態のがん細胞群が見出された

（下図）。これらは治療抵抗性を

有するものと考えられ、治療戦

略を立てる上で Cu-ATSM イメー

ジングが重要な意味を持つ可能

性が示唆された。また同部位に

近年非常に注目されているがん

幹細胞の存在を示唆する結果を

得た。 

123I-IMP-SPECT

頭部画像所見（2007年2月，発作3回目：入院1ヵ月後）

FDG PET Cu-ATSM PET

R

放射線医学総合研究所より[Cu-62]ジェネレー

タの供給を受け、Cu-ATSM の臨床検討を行った。

がん診断については、多数症例を集積しその有

用性を明らかにした。これと並行してミトコン

ドリア遺伝子障害による MELAS 患者における

脳発作前後における Cu-ATSM の脳局所異常集

積を世界で初めて見出し、ミトコンドリア障害

の画像化に成功した。 

[18F]fluoroacetate [18F]ethyl fluoroacetate

脳内好気的エネルギー代謝の根幹である酢酸

代謝の画像化を目指し、汎用性の高い F-18 で

標識され、かつ脳内移行性の高い脂溶性を付

与した F-18標識酢酸のエチルエステル体の合

成と評価を行った。コモンマーモセットにお

いて F-18-酢酸エチルは F-18 酢酸に比較して

速やかな脳内移行を示し、所期のドラッグデ

ザインが有効であることが明らかとなった。

■ 画像解析、新規脳診断剤 

（高エネルギー医学研究センター資料より）

資料 4-2-2 多様な標識薬剤の開発研究 
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資料 4-2-3 当該分野の主な活動状況 

■ 科学研究費採択状況 

■ 研究業績発表数 

（事務局資料）

科学研究費補助金(新規・継続)
採択件数
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（件）
科学研究費補助金(新規・継続)
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（千円）
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（執筆・翻訳）

論文数
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Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ （年度）

（件数）
和文
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招待講演等
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Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ （年度）

（件）
国内
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一般講演
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200

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ （年度）

（件）

国内

国際

（研究業績発表数のうち，平成 19 年度の数については集計途中の数である） 
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b)「小項目４」の達成状況 

 

（達成状況の判断） 

Ⅳ 目標の達成状況が非常に優れている。 

 

（判断理由) 

21 世紀ＣＯＥプログラム「生体画像医学の統合研究プログラム」に基づき，学長の

強いリーダーシップの下，世界最高水準の研究教育拠点形成を推進した。その結果，放

射線診断教育，生体画像医学研究の両分野で顕著な国際的役割を果たすと共に，ＰＥＴ

診断に向けた多様な標識薬剤の開発・臨床応用，画像解析技術開発等の分野で，顕著な

国際的成果を上げた。 
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○小項目５「地域に根ざした新しい総合的，実践的な共同研究を目指す」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

計画 5-1「地域・学校と協働ですすめる地域の学校改革とそのための実践的な教育研

究を行う。」に係る状況 

（Ⅲ表：42-01） 

 

①学校改革への取組 

地域の諸学校の教諭と本学教員とが「学校改革」に取組み，その成果を学術論文，実

践研究福井ラウンドテーブルを通して全国に発信した【P10 資料 2-1-1】。 

 

②実践的な教育研究 

附属学校園及び県内諸学校と実践的な教育研究に取組み，研究結果を紀要「教育実践

研究」に公表し【資料 5-1-1】，平成 19 年の外部評価において，「教育現場との継続的な

協働研究が行われている証拠である」と高く評価された【資料 5-1-2】。 

 

 

 

 
紀要「福井大学教育実践研究」は教育実践総合センターにおいて

毎年１回発行しており，教育実践研究，教育臨床研究に関する論文・

資料等の発表を行っている。 

附属学校園及び県内諸学校と取組んだ実践的な教育研究成果例 

（紀要「教育実践研究」より）

資料 5-1-2 外部委員による評価 

福井大学 教育地域科学部・大学院教育学研究科外部評価委員会議事録 

        ―抜粋―       （平成 19 年 12 月 21 日実施） 

 

◇鷲山委員長 

教育実践総合センターの紀要は素晴らしい。様々な活動が系統的に集約

され，実践的な内容である。 

◇上野委員 

取り組みの具体から，教育実践総合センターに託されているミッション

が伺える。中でも成果公表の場の提供，とりわけ研究紀要「教育実践研究」

の発刊が代表的である。また「テクニカルレポート」の発行が，成果公表

を推進する働きをしている。 

（外部評価議事録より）

外部評価委員会の様子 

資料 5-1-1 紀要「教育実践研究」 
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③教職大学院の設置 

これらの研究実績【Ⅲ表 42-01】を基に教職大学院の設置を申請し許可された。その際，

「福井大学方式」の学校を拠点とした新しい教師教育スタイルは，その独自性を高く評

価された【資料 5-1-3,4】。 

 

 

 

資料 5-1-4 実践的教育研究に関する外部評価委員の意見 

 国立大学法人は法人化後４年が経過したが，法人としての裁量は広がったものの，効率化係数と総人件

費抑制政策によって大半の大学では，大学教員を削減せざるを得ない状況に追い込まれ，法人化の趣旨は

生かされないままになっている。平成 22 年より次期中期計画への枠組みについては，文部科学省内で運営

交付金のあり方についての連絡協議会をつくって検討が始まっている。このままいくと高等教育は，危機

的である。それを乗り切る多くの知恵と提案を集約していかなければならない。 

この点において福井大学教育地域科学部は，教員養成のあり方においても新課程の展開にしても，附属

学校の活動にしても，今日の教育課題に応えた先駆的で模範的な在り方を示している。振り返ってみると

「学校現場が大学であり大学院である」というメッセージは，福井大学教育地域科学部が全国に発した新

しいパラダイムチェンジへの宣言であった。従来のアカデミズムからはストレートには出てこないこの発

想は，実践的思考が学問的高さによって裏打ちされている本学部の６年間の実績と自信から生まれたもの

で，戦後 60 年を経過した教員養成教育において，私たちに最も必要とされている方向を的確に明示したも

のといえる。 

（教育地域科学部資料）

資料 5-1-3 学校改革・授業改革のための教師の専門的力量と協働実践力を培う大学院 

（教職大学院パンフレット）
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計画 5-2「地域の文化，住民生活，自治の向上に資する地域科学研究を行う。」に係る

状況 

（Ⅲ表：42-02） 

 

①地域活性化に貢献する研究 

特色ＧＰ「地域と協働する実践的教員養成プロジェクト」の中心であり，教育臨床学

的研究活動であるライフパートナー制度【資料 5-2-1,2】，県内諸機関との連携研究【資料

5-2-3】を展開している。 

 

 

 

 

資料 5-2-1 特色ＧＰ「地域と協働する実践的教員養成プロジェクト」ライフパートナー事業の概要 

ライフパートナー事業は，学生が不登校児の家庭や相談室等に出かけ，共に話し遊び学習の援

助者になる活動である。 

 この活動は授業によってサポートされ，教育委員会や現職教員が参加したケース検討会を行っ

ている。市町村教育委員会の連携の下で，各自治体からの諸経費等のサポートを得て，現在155

名の学生が210名の不登校児と１年間活動を共にしている。 

また，近年は不登校児ばかりでなく発達障害児にも支援活動を拡大している。さらに，相談室

登校をしている生徒に対してインターネットを用いて授業を配信する活動を始めた。 

（本学ＨＰ「特色ある教育活動等」及び「地域と協働する実践的教員養成プロジェクト実施報告書」より）
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資料 5-2-2 ライフパートナー事業の成果 

（「平成 18 年度ライフパートナー活動報告書」より）

○子どもに「こないだのお兄ちゃん今日も来るよ」と言うと，出迎えて待っているほど楽しみに

していたようです。おかげさまで夏休み明けから学校に行くようになりました。お世話になり

ありがとうございました。（保護者） 

○子どもたちのコミュニケーション能力の発達という視点からも，学生の存在は重要だと思いま

す。（小学校教諭） 

○始めの方はずっと私が話をしていましたが，徐々に私が話すことに興味を持ってくれて，楽し

そうに笑うようになりました。途中からは「学校に行きたい！」という強い意思が伝わってき

ました。（学生） 

○教師になれば，大勢の生徒を対象に授業をすることになりますが，その前に子どもたちと一対

一で向き合えたのは貴重な体験でした。（学生） 

○相談室登校の児童たちなのでストレスが多く,その発散として,身体を動かすことを望んでお

り，いつもその相手をしてもらっています。時には委員会活動を一緒にしてもらったり,時間

を延長して相手になってくれたり感謝してます。（小学校教頭） 

 

■ ライフパートナー事業についての関係者の声 

37.8

28.6

0

20

40

平成14年度 平成18年度

不登校児数（1000人中）

４年間で約24％減少

平成 14年度に不登校だった福井市内の中学生

は，1,000 人当たり 37.8 人であったが，次年度

以降徐々に減り，平成 18 年度は 28.6 人と４年

間で約 24％減少した。 

教員や保護者には困難な「話しやすい身近な

相談相手」の役割を学生が果たし，不登校児の

増加を抑える大きな要因となっている。 

また，学生たちもこの活動を通じて確実に専

門的な力量を高めている。 

■ 福井市内の中学校における不登校児の推移 
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(人)
学生

子ども
ライフパートナーの活動は，訪問先として

家庭ばかりでなく，学校等の相談室をも対象

としている。 

近年は，不登校で家に閉じこもる子どもた

ちだけではなく，学校には登校できるが教室

には入れない子どもたちも増え始めており，

このような子どもたちに対しても，保護者と

学校の要請を受けてライフパートナーを派遣

している。 

■ ライフパートナー活動を利用した児童・生徒数及び本学学生数の推移 

（「特色ＧＰ実績報告書 2003-2006」より）

（事務局資料）

研
究
１ 

中
項
目
１ 

研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
［ 

計
画

5-2 

］ 



福井大学 研究 

 2-60

 

資料 5-2-3 県内諸機関との連携研究 

■ 福井県立歴史博物館と大学との連携（共同展示） 

■ 高大連携事業 

博物館との共同企画展示「箱ワンダーランド」「ビン展」「缶

CAN 展」を実施し，マスメディアに大きく取り上げられた。

地域文化施設との継続的な協力関係の意義や, 学生の関与

が来館者に及ぼす効果など, 大学と地域を結ぶアートマネ

ジメント活動のありかたの可能性を示唆するものとして, 

展示の質も含め，外部の博物館関係者から高い評価を得た。

――博物館来館者のコメント―― 

展覧会は学園祭風の泥臭さを思い浮かべながら出かけた

が，研ぎ澄まされた美しい展示空間であった。学生も協力

して足で集めた資料などをここまで取捨選択して全体を構

成するのは，相当のエネルギーが必要で，さぞ難易度の高

い作業だっただろうと言うのが第 1 印象。そして，そうし

たプロセスこそが，「学び」という営みの興る瞬間瞬間の連

続であるのだが。展覧会の内容は，来館者が展示を見なが

ら，さまざまに想像する余地をたくさん残している構成だ

と感じた。「箱」がいつも何かのモノを入れて完成形になる

ことが多いなか，この展覧会も来館者がひとつひとつの箱

を見ながら何かを考え，思い浮かべて，出来上がる。その

ため学生によるギャラリートークもきっと意味深いもので

あったはず。 

ハンズ・オン・プランニング代表：染川 香澄

「箱ワンダーランド」を紹介する新聞記事 

（『箱・ワンダーランド―魅惑の紙箱展』実施報告書より）

――受賞者のコメント－－ 

『スーパー・サイエンス・ハイスクール（ＳＳＨ）事業での福井大学との高大連携で日本学生科学賞

で最高の評価を受けることに繋がるのである。「よい研究をするには良い指導者に恵まれる」という格

言めいた言葉があるが，私達にとって，前田先生という最高の指導者に恵まれたことが成功の鍵とな

ったのである。』                         藤島高校 富永英之 

 平成 16 年 3 月に文部科学省からＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）の指定を受けた福井県立

藤島高校からの依頼により本学からも多くの教員が様々な事業に参加し，高校生達に直接指導・助言を行

いました。その一つに藤島高校生物部への指導があり，本学教員の指導の下イチョウ精子の形成過程の観

察に成功し，その成果を「イチョウの精子の観察Ⅱ」としてまとめ，第 49 回日本学生科学賞「内閣総理

大臣賞」を受賞しました。 

（福井高教組教育研究会議編 『生徒とともに』第 38 号（2006.11）より）

（福井大学広報紙「CAMPUS EXPRESS Vol.10」） 

（福井新聞 H16.7.18）
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②地域環境に関する研究 

豪雪・豪雨災害，自然環境，地下水やごみ処理などの住環境研究【資料 5-2-4】を実施

するほか，まちづくりに関する地方自治体との共同研究を実施した【資料 5-2-5】。 

 

③研究の成果 

これらを始めとする研究成果は，それぞれの関係者から高い評価を得，SS２件，Ｓ7

件として結実した【Ⅲ表 42-02】。 

 

 

資料 5-2-4 住環境に関する研究 

■ 南越前町の夜叉ヶ池に生息する「ヤシャゲンゴロウ」の保護と池周辺の環境保全 

■ 平成 16 年度科学研究費補助金（特別研究促進費（1））による洪水被害調査 

 

地域の住環境の保全等に関する専

門委員会に，本学の教員が学識経験者

の立場で参画している。環境省や県・

市町村等と連携し，原因解明に向けて

の生態調査や今後の対策等，環境保全

のための取組を行っている。 

（福井新聞 Ｈ18.12.6）

（「日本地質学会 News 

   Vol.7 №8，P.5-6」より）

自然災害，環境行政に関わ

る専門的立場からの貢献が顕

著であり，福井豪雨の直後に

は，平成 16 年度科学研究費補

助金（特別研究促進費（1））

を得て，洪水被害の調査を実

施し，日本地質学会 News に速

報として掲載しており，今後

の防災対策にとって貴重なデ

ータを提供した。 
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（日刊県民福井 H16.11.6）

上:武家屋敷で建築物実地調査を実施する様子を伝え

る新聞。本学教員と大学院を含む学生達が調査にあた

り，将来的な保存方針を策定する材料にする。 

 

下：「雪と共生するまちづくり」事業の「スノー･パー

トナーシップ」の様子。 

地元住民と交流し，雪かきのノウハウを教えてもらい

ながら一緒に雪かきをすした。（大野市太田地区） 

資料 5-2-5 地方自治体との共同研究 

協定に係る連携事業 

大 野 市 美 浜 町 

歴史的建造物の実態把握と保存活用計画の検討 

雪と共生するまちづくり 

「異なる水質への入浴が保温、保湿効果及び循環機能に

及ぼす影響と気分の変化の違い」についての調査 

住民参画のまちづくり へしこの製法の研究 

活動報告会・記念講演会（講演会） 総合型地域スポーツクラブ「みんすぽクラブ」の育成・

支援 美浜町地域公共交通会議 

ＮＰＯ支援事業 協働のまちづくり検討委員会 

公開講座の実施・講師派遣 美しい水を守る審議会 

美浜町環境基本計画策定委員会 広報紙とインターネットの双方を活用した効果的な情報

発信の研究 美浜町エネルギー環境教育推進委員会 

行政評価導入の検討 

大野市地下水総合管理計画策定事業 

美浜中学校設計プロポーザル審査委員会・美浜中学校建

設委員会 

寝たきり予防のための健康教室 美浜町国民保護協議会 

商店街活性化対策検討会議 美浜町介護保険運営協議会 

学生ボランティア派遣 

大野市の市民活動への学生参加に対する単位授与制度 

豊かな活気あふれるまちづくりを目指した美浜の温浴・

産業振興施設の研究 

福祉防災コミュニティ活動促進事業 景観づくり検討委員会 

福祉コミュニティ調査事業 名勝三方五湖保存管理検討委員会(若狭町と合同) 

森づくりの実践活動と森林機能の体感事業 美浜・五木ひろしマラソン大会への医師派遣 

 
福井大学と大野市の連携事業 
「歴史的建造物の実態把握と保存活用計画の検討」 

福井大学と大野市の連携事業「雪と共生するまちづくり」

（事務局資料）
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計画 5-3「学校教育や社会基盤に関して，共同研究等を通じ，地域社会に成果を還元

する。」に係る状況 

 

①教育実践共同研究と地域社会への成果の還元 

採択されたＧＰの活動を基点として，地域社会・教育機関・教育委員会との教育実践

共同研究事業等を実施し，不登校や教員の実践力形成，地域の活性化等の研究成果の地

域還元に取組んだ【資料 5-3-1～3, P58,59 資料 5-2-1,2, P11 資料 2-1-2】。 

また，地方自治体等と連携し，地域・住環境保全，災害等に関する共同研究を実施し

た【P61,62 資料 5-2-4,5】。 

 

 

 

（本学ＨＰ「特色ある大学教育支援プログラム」より）

 平成 15 年度に文部科学省の「特色ある大学教育支援プログラム（特色ＧＰ）」に採択された（教員養

成系学部の中で教員養成をテーマにしたプログラムでは唯一の採択）この取組は，優秀な教育を実践し

ている大学を国が指定し，他校のモデルとするものであり，たえず子どもに関わり合いながら，学問探

究することにより実践研究を進めている。 

○授業作りの実践研究（教育実習）：4 年間継続的に実施 

○教育相談･生徒指導にかかわる実践研究(ライフパートナー)：地域の学校や家庭に出向いて不登校

等の子どもと共に活動 

○探究ネットワーク：子どもの様々な主体的な学習活動を援助 

資料 5-3-1 特色ＧＰ「地域と協働する実践的教員養成プロジェクト」について 

（特色ＧＰ実施報告書より）
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平成 14 年度に不登校だった福井市内の中学生は，

1,000 人当たり 37.8 人であったが，次年度以降徐々に

減り，平成 18 年度は 28.6 人と４年間で約 24％減少し

た。 

教員や保護者には困難な「話しやすい身近な相談相

手」の役割を学生が果たし，不登校児の増加を抑える

大きな要因となっている。 

また，学生たちもこの活動を通じて確実に専門的な

力量を高めている。 

37.8

28.6

0

20

40

平成14年度 平成18年度

不登校児数（1000人中）

４年間で約24％減少

（事務局資料）

資料 5-3-2 福井市内の中学校における不登校児の推移（ライフパートナー事業）

 

教育地域科学部３年 吉田千晶・一花彰浩 
 

私たち福井大学探求ネットワークでは，大学生スタッフ

と福井市内の子どもたちが文部科学省フレンドシップ事

業の一環として毎月第２・４土曜日に活動しています。

今年で 12 年目に突入し，９つのテーマごとのブロックで

活動しています。ここでは，各ブロックがどのような活

動を行っているか紹介します。 

活動を始めていくにあたって… 

私たちは５月からの本格的な活動の指導にあたり，毎日のよう

に会議を重ねています。一人一人のスタッフが子どもに対して熱

い想いを持っているので，話し合いはいつも白熱したものになりま

す。ああでもない，こうでもないといった話し合いを何度も繰り返し

て私たちは毎回の活動を作り上げているのです。 

 また，ブロックのことだけでなく，全体の運営もスタッフで行って

います。なかまつりなどの企画立案，お金の管理，新聞社やテレ

ビ局などマスコミに活動を伝える仕事，子ども向けの雑誌の編集・

発行など，様々な仕事をしています。 

探求を中心としたキャン
プ活動やネイチャーゲ
ームをします。 

自分たちで気球を作っ
て飛ばします。夏キャ
ンプでは気球に乗った
りもします。 

キャンプに出かけて，火
をおこしたり，飯盒炊飯
をしたりします。 

みんなで協力しながら
料理を作っていって，
みんなに食べてもらい
ます。 

特殊学級や養護学校に通っ
ている生徒さんを中心に活
動しています。昨年度はみ
んなの前でよさこいを発表し
ました。 

自分たちで紙をすい
て，うちわや灯ろうな
ど の 作 品 を つ く りま
す。 

ネイチャークラフトを中
心として，キャンプなど
の活動をします。 

子どもたちが自分でお
話を考え，人形を作っ
てみんなの前で公演し
ます。 

福井の街を探検して，子ど
もたちが見つけた面白いも
のを発表します。 

探求ネットワークは，子どもの主体的な学習活動を学生が援助する活動で,隔週土曜日に 300 名の子ども

が大学に集まり，120 名の学生と１年間にわたって活動を続ける。学生は，授業の中で活動を企画し準備を

行い，その成果として学生と教員による発表の場を設け，他大学を招いた公開討論会を毎年行っている。 

この探求ネットワークでは，「１つのテーマを通して，自分で考え，実行する力を養う」という目標を掲

げ，継続した活動を実施している。その継続した活動を行う中で，「反省や経験を次に生かしていく力をつ

ける」というねらいを持っている。 

共に試行錯誤しながら活動を展開していく探求ネットワークの活動は，子どもにもスタッフにも大きな学

びの場であり，子ども達との関わりの中で，学生自身も日々探求し，成長している。 

活動の実行

活動の深まり活動のはじまり

ミニなかまつり

前年度との
つながり

第１サイクル

なかまつり

まとめ

第３サイクル

第２サイクル

（基礎資料及び広報紙「CAMPUS EXPRESS Vol.13」より）

資料 5-3-3 探求ネットワーク事業の概要 
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②地域の産学官連携と産業界への成果の還元 

地方自治体及び経済団体との連携・協力に基づく，いわゆる「福井方式」による産学

官連携プロジェクト【資料 5-3-4,5】，地域との連携によるインキュベーションラボファ

クトリーにより，ものづくりの事業化を推進した【資料 5-3-6】。 

中でもファイバーアメニティー研究【P13 資料 2-2-1】，原子力・エネルギー安全工学研

究【P15 資料 2-2-4】の分野では，産学官連携を基盤とした共同研究を展開し，地域産業

に成果を還元した。 

高校教員や技術者等を対象とする高度技術の研修会【資料 5-3-7】，シーズ発表会，Ｆ

ＵＮＴＥＣフォーラム等を開催し，産業界・地域社会への新技術紹介を行った【P27,28

資料 2-4-9,10】。 

 

   資料 5-3-4 本学の外部資金獲得に関する新聞記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（日刊県民福井 H18.4.19） （福井新聞 19.1.11）

 本学の外部資金獲得へ向けての積極的な取組は，新聞等にも取り上げられ高い評価を受けている。

特に，共同・受託研究の取組は「福井方式」として県外からも注目されている。 

■福井方式とは？ 

 大学とふくい産業支援センターが緊密に連携し，責任企業を決めて事業化

までつなげる方式 
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資料 5-3-5  産学官連携プロジェクト研究 

地域新生コンソーシアム研究開発事業

（経済産業省の事業） 地域新規産業創造技術開発費補助金

エネルギー使用合理化技術開発費補助金

技術シーズ

を活用した

製品開発

－実用化技術開発による製品化－

地域新生コンソーシアム

「 開繊技術を応用した薄層ボイドレス
ＭＡＰシートの開発」

（⑦の技術シーズを活用）

平成１４～１５年度平成14～15年度

地域新生コンソーシアム

「連続生産を目指した

電子線グラフト重合法による

繊維機能化技術の開発」

（②の技術シーズを活用）

平成１５～１６年度平成15～16年度

地域新生コンソーシアム

「マグネシウム合金製携帯電子機器製造のための
超精密複合鍛造技術の開発」

（①の技術シーズを活用）

地域新規産業創造技術開発

「電鋳および超撥水メッキによる３次元

超高精度加工技術の研究開発」

（①の技術シーズを活用）

平成１４年度平成14年度

地域新生コンソーシアム

「精密フラットパネル材料

ドライエッチング加工装置の開発」

（⑥の技術シーズを活用）

①ナノめっき技術

②グラフト重合加工技術

③超臨界流体による染色技術

平成１０年度～平成１３年度平成10年度～平成13年度

○ 光ビームによる機能性材料加工

創成技術開発

④マイクロチップレーザ発振技術

⑤金属光造型加工技術

⑥レーザアブレーション加工技術

平成１２年度～平成１７年度平成12年度～平成17年度

⑦繊維束の空気による開繊技術

平成１３年度，平成１４年度平成13年度，平成14年度

地域結集型共同研究事業

地域研究開発促進拠点支援（ＲＳＰ）事業

⑧ナノめっき応用技術 （燃料電池，原子力）

平成１５年度～平成１７年度平成15年度～平成17年度

都市エリア産学官連携促進事業

一部製品化

（文部科学省，科学技術振興機構の事業）

－ 技術シーズの創出 －

エネルギー使用合理化技術開発費補助金

「超臨界二酸化炭素テキスタイル加工技術開発」

（③の技術シーズを活用）

平成１５～１８年度平成15～18年度

研究成果最適移転事業

2004

産業技術大賞

文部科学

大臣賞

製品化

松浦機械製作所

即効型地域新生コンソーシアム

「ナノめっき技術による次世代二次電池の開発」

（①の技術シーズを活用）

平成１３年度補正平成13年度補正清川メッキ工業

地域新生コンソーシアム

「水素燃料電池自動車用70MPa級

プラスチック高圧容器の開発

（⑦の技術シーズを活用）

平成１７～１８年度平成17～18年度

平成１５～１６年度平成15～16年度

地域新規産業創造技術開発

「金属光造型と切削加工による金属

光造型複合加工技術の開発」

（⑤の技術シーズを活用）

平成１３年度補正平成13年度補正

超撥水性メッキ

（接触角 170 °）

平成１６～１７年度平成16～17年度

一部製品化

製品化間近

製品化間近

製品化間近

地域新生コンソーシアム

「ヒートシンク一体型Yb:YAG

マイクロチップデバイスの開発」 」

（④の技術シーズを活用）

平成１６～１７年度平成16～17年度

地域新生コンソーシアム

「短パルスレーザ精密

３次元加工装置の開発」

（⑥の技術シーズを活用）

平成１７～１８年度平成17～18年度

地域新生コンソーシアム

「 LIPAAプロセスによる

透光性電磁波シールド材の開発」

（⑥の技術シーズを活用）

平成１７～１８年度平成17～18年度

福井大学がかかわっている産学官連携プロジェクト

新たな課題

の発見

スケール付着防止材料

焼結装置（制御棒）

ナノめっき炭素繊維

高効率太陽電池繊維強化金属材料

超撥水性めっき膜

超抗張力電送ケーブル 安心・安全高性能
リチウム二次電池

都市エリア事業が拓く 

「ナノめっき技術」ワールド 

■ 研究成果例：ナノめっき技術が創出するエネルギーデバイス 

（産学官連携本部資料）
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■ インキュベーションラボファクトリーの概要 

■ インキュベーションラボファクトリー（ＩＬＦ）における活動 

インキュベーションラボファクトリー（I L F）

研究シーズ
特許

アイデア

大学院学生

教職員

産学官民連携

民
（ディーラー）

市場
（ユーザー）

ビジネス
プラン構築

外部資金

産業界
若手研究者

流通

物

地域企業群

育成研究

物づくり

試作・部品発注

学内各種センター

評価

インキュベーションラボファクトリーでは，大学が保有するシーズ（特許，研究シーズ集記載等）

を産・学・官・民が連携する形で育成研究し，成果の技術移転を意識した「ものづくり」を行ってい

る。また，ビジネスプラン構築の場（民学連携）ともなり，技術者経営マネージャー育成プログラム

の中で「スキルアップの場」としての機能も果たしている。 

（事務局資料） 

 本学が持つ研究成果・ノウハウの技

術移転を促進するため，独自に試作品

を製作し，試し販売を経験してユーザ

の評価を得るシステムを構築してい

る。地域の企業人材からなる匠人材コ

ンソーシアムを結成し，試作品製造や

試し販売の実践時の活動を支援する

など，実践的な経験を積む場を提供し

ている。 

資料 5-3-6  インキュベーションラボファクトリーでの実践的ものづくり研究 
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資料 5-3-7  高度技術者研修の実施 

民間機関等の技術者及び研究者を対象に，高度な専門的技術を習得させるとともに，創造

性及び先見性に富む人材の育成に寄与することを目的として，毎年実施している。 

40

15

12

9

0 10 20 30 40

平成19年度

平成18年度

平成17年度

平成16年度

（人）

高度技術者研修受講者の推移 

高度技術者研修実施一覧（平成 16～19 年度） 

年度 研修名 学科等 担当教員 

16 
コンピュータ・ネットワークとネットワー
クセキュリティの最新技術 

工学部 
知能システム工学専攻 

小倉 久和 

17 
将来のユビキタス社会に向けた高度情報
通信技術 

工学部 
情報・メディア工学科 

高橋 謙三 

18 最先端工作機械による高度加工技術 
工学研究科 

機械工学専攻 
白石 光信 

19 
業務発注者側の立場にある技術者のため
の建築物耐震診断・耐震改修計画技術 

工学研究科 
建築建設工学専攻 

小林 克己 

（事務局資料）
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計画 5-4「特許等の技術移転や技術相談・指導を積極的に行う。」に係る状況 

 

①支援体制強化と技術移転推進の取組 

知的財産本部及び地域共同研究センターにおいて専任コーディネータ等を採用し，支

援体制を強化した。これにより，マッチング活動の推進，企業等からの技術相談対応体

制の整備，シーズ発表会開催等，技術移転推進の取組を実施し，技術相談・特許出願件

数等増加の成果を得た【P27 資料 2-4-9, P35 資料 3-4-1,資料 5-4-1,2】。 

 

   資料 5-4-1 技術相談による産学官連携の推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 件数 

平成 15 年度 105 

平成 16 年度 127 

平成 17 年度 174 

平成 18 年度 163 

平成 19 年度 169 

 

  対応した技術相談１件につき１ポイントを付与し，ま

た，シーズ発表会，展示会などに参加した教員にもポイン

トを付与する「産学官連携活動ポイント制」を平成17年度

から導入しており，平成19年11月現在，計436件の相談・

指導を実施している。 

積算ポイント数に応じた研究費を教員へインセンティ

ブとして還元することにより，技術相談や産学官連携に関

わる教員にとって良い刺激となり，また，企業と大学との

連携がより強化され，共同研究・受託研究の増加にも大い

に貢献した。 

   （産学官連携本部資料） 

年度別技術相談件数一覧 

 法人化後，「知的財産本部」を設置して，知的財産戦略の企画立案，取得マネジメント，知的財産

登録・契約・管理，法令遵守の指導，知的財産評価・管理，技術移転，契約交渉等の取組を積極的

に推進している。 

資料 5-4-2 特許出願数等の推移 

（「福井大学総合データベースシステム」より）
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②新規性に関するプレサーチ 

特許情報システムの活用による教員研究の新規性に関するプレサーチを行うととも

に，学長裁量経費による学内競争的研究費申請課題について，コーディネータが技術移

転指導等を行う体制を構築した【資料 5-4-3】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究情報・特許情報検索依頼書 
＊整理番号 

Ｈ２０－   

氏  名  

所属・職名  

検索依頼分野  

分野の細目 （科研費申請書類の細目等） 

 

検索対象題目 

（平易に） 

（研究題目） 

 

内  容 

（平易に） 

１ 背景 

 

 

２ 従来技術等 

 

 

３ 課題（問題点） 

 

 

４ 目的 

 

 

５ 構成・機能（従来技術との違いを明確に） 

 

 

要  旨 

（平易に） 

 

キーワード 

（５個程度） 

（例：腐食（酸化＋さび＋磨耗＋材料劣化）） 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

特に検索を希

望する事項 

（現時点では、未発表の研究成果のみ） 

作成年月日 平成  年  月  日 

＊検索結果 

（関連特許） 

 

資料 5-4-3 特許情報検索システムを活用した新規性のプレサーチ 

（事務局資料）

■サービス内容 

○ＮＲＩサイバーパテントデスクなどの特許情報検索ソフトを使用し，研究課題の調査に

必要な特許情報検索を支援する。 

○キーワードを用いた検索だけでなく，調査したい研究課題を普通の文章で入力して検索

できる「概念検索」という機能を用いると，研究課題に関連する特許の情報を得ること

ができる。 

○関連する特許があれば，その特許の公開情報を提供する。 

学長裁量経費による学内競争的研究費申請書に「研究情報・特許情報検索依頼書」を添付させ，

知的財産本部コーディネータが新規性のプレサーチを行い採択選考の参考とした。採択の有無に関

わらず新規性の検索結果は研究者にフィードバックされ，以降の研究の参考とした。 

また，採択研究の成果発表時においても，技術移転に係る指導等を行う体制とした。 
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③技術移転や技術相談の推進 

企業協力会組織の整備や研究費還元のポイント制導入により，技術移転や技術相談の

推進を図った【資料 5-4-4,5】。また，平成 19 年度に産学官連携本部を設置し体制強化を

図った【資料 5-4-6, P24 資料 2-4-3】。 

 

資料 5-4-4 産学官連携本部協力会会員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-4-5 産学官連携活動ポイント制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-4-6 産学官連携本部の設置について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産学官連携本部

リエゾン・プロジェクト
支援部

起業支援部

知的財産部

計測・技術支援部

産学官連携室（新設）

旧組織 新組織

地域共同研究センター

ベンチャービジネス
ラボラトリ

知的財産本部

大型研究プロジェクト
推進本部

総合実験研究支援センター
機器分析部門

（旧 機器分析センター）

 産学官連携本部は，従来の産学官連携推進機構の関

連組織（地域共同研究センター，ベンチャー・ビジネ

ス・ラボラトリー，知的財産本部，大型研究プロジェ

クト推進本部）を「リエゾン・プロジェクト支援部」，

「起業支援部」，「知的財産部」 に整理し，これに，総

合実験研究支援センターの機器分析部門をコンサルテ

ィング部門と位置づけた「計測・技術支援部」を加え

た４部門で構成されている。 

（産学官連携本部ＨＰ「産学官連携活動ポイント制のお知らせ」より）

注１ 還元する研究費は，消耗品，旅費に限ります。飲食費，謝金などの支払いはできません。

注２ アクティブメンバー，ポイント制や報告書の概要は，http://www.cr-center.fukui-u.ac.jp/html/point.htm を参照下さい。

注３ １ポイントの価格は年度毎に変動します。次年度に持ち越したポイントは，その年度の換算値で計算します。ご注意下さい。
注４ 支払いが１ポイント未満の場合，切り捨てます。

注５ 先生方に相談が直接持ち込まれた場合は，センターに連絡を下さい。ポイントに換算します。お得です。
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相
談

技
術
相
談

産学官連携活動アクティブメンバー登録と産学官連携活動ポイント制について産学官連携活動アクティブメンバー登録と産学官連携活動ポイント制について

（事務局資料）

当協力会は，旧地域共同研究センターを支援し産官

学の交流の場として県内企業の活性化を図るために

設立された。当協力会では，講習会・セミナー等によ

り技術者の育成，技術の高度化に関する援助等を行

い，福井県経済同友会等と連携しつつ産学連携を推進

している。 

当協力会への参加企業は，年々着実に増加してお

り，平成 19 年度末現在で 201 社が入会している。 

（産学官連携本部資料「協力会会員数調べ」より）

85
97

158

185
201

0

50

100

150

200

250

H15 H16 H17 H18 H19

（社）

研
究
１ 

中
項
目
１ 

研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
［ 

計
画

5-4 

］ 



福井大学 研究 

 2-72

 

計画 5-5「地域，自治体等との連携を進め，地域住民の健康増進，疾患の予防と克服

を図る。」に係る状況 

 

①公開講座等による健康増進等の啓発活動 

自治体等の開催希望に対応し，医療の現状や疾病の予防策に関する公開講座，実技を

取入れた公開講座，最新の医療情報を専門的立場から説明する講演会等を，大学祭，保

育園，公民館等を会場とし多様な層を対象として実施した【資料 5-5-1,2】。 

附属病院と地域のラジオ放送局が連携し，毎週本学診療科医師が医療について分かり

やすく解説する番組を放送して地域住民の健康増進に寄与している【資料 5-5-3】。 

 
 

 

平 成 １７ 年 度 医学部公開講座 

実 施 内 容 開 催 日 会  場 

公開講座 「タバコ喫煙の科学～喫煙の誘惑～」 5 月 28 日(土) 
福井大学（文京キャンパス) 

＊大学祭 

（1）こころの健康を保つために 公開講座 

(医学部講

演会) （2）高齢者における心臓と血管の病気を考

える」 

7 月 16 日(土) 福井大学(松岡キャンパス) 

公開講座 「中高年女性のための健康増進講座」 
8 月 5 日(金) 

8 月 12 日(金) 

春江町 

中央区ふれあい会館 

公開講座 「食育について」 8 月 24 日(水) 東安居公民館 

公開講座 「子どもの生活習慣と健康について」 8 月 27 日(土) 花園保育園 

公開講座 「子どもの健康について」 9 月 17 日(土) みどり幼稚園 

公開講座 「中高年女性のための健康増進講座」 
9 月 2 日(金) 

9 月 16 日(金) 

勝山市 

大渡地区集落改善センター 

公開講座 「中高年女性のための健康増進講座」 
9 月 21 日(水) 

10 月 19 日(水) 
福井工業団地追分町公民館 

公開講座 
「子どもの食生活と健康のかかわりについ

て」 
9 月 30 日(金) 文殊公民館 

公開講座 
「食物アレルギー・子どもの生活習慣病」

他 
10 月 4 日(火) 三谷館保育園 

公開講座 「中高年女性のための健康増進講座」 
10 月 12 日(水) 

11 月 16 日(水) 

武生市村国町 

 村国ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 

「医学科が望む受験生の資質」 10 月 30 日(日) 高校生の

ための医

学講座 「そばにいることの力」 10 月 30 日(日) 

福井大学(松岡キャンパス) 

＊大学祭 

「よく寝る三つ子の魂は百まで？ 

  ～脳の発達と学習そして睡眠～」 市民のた

めの医学

講座 「癌がヒトを殺すまで」 

10 月 30 日(日) 
福井大学(松岡キャンパス) 

＊大学祭 

 

資料 5-5-1 医学関係の公開講座 

（事務局資料）

健康に関する様々な公開講座・医学講座を開催し，多

くの参加者を集めている。講演後の質疑応答も活発で，

住民の関心の高さを示している。 

また，県との連携によるライフアカデミー講座や地域

や団体等が主催する講座にも多くの講師を派遣し，地域

住民の健康増進に寄与している。 
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参加者のアンケート結果 

資料 5-5-2 実技を取入れた公開講座例 

（事務局資料）

☆☆  福井大学健康増進講座    ☆☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日 時】 第 1 回･･･平成 18 年 2 月  8 日（水）10：00～12：00 

第 2 回･･･          2 月 15 日（水）10：00～12：00 

第 3 回･･･          2 月 22 日（水）10：00～12：00 

第 4 回･･･            3 月  1 日（水）10：00～12：00 

 

【場 所】 福井大学アカデミーホール（福井市文京３-９-１） 

 

【対 象】 ５０歳以上の方 １０名 

（ただし、全４回出席できる方で、「中高齢者の運動実践方法」についての 

研究にご協力いただける方） 

【受講料】 無 料  

 

【講 師】 吉澤 正尹（福井大学教育地域科学部 芸術・保健体育教育講座 教授） 

          西島 吉典（大阪教育大学教育学部 教授） 

 

【その他】 運動のできる服装・靴をご準備下さい。 

 

 

 

                     

 

 

 

 

申込〆切 ： 平成 18 年 2 月 6 日 (月) 

※先着順受付。(定員に達し次第締め切ります。) 

 

※インターネットからでも申し込みできます。 

（http://tiiki.ab.fukui-u.ac.jp/facp/） 

申込先・申し込み用紙の請求先 

福井大学 総務部評価課 地域連携係 

〒910-8507 福井市文京 ３－９－１ 

TEL ０７７６（２７）８０６０ （直通） 

FAX ０７７６（２７）８８７８ 

MAIL kaiho@sec.icpc.fukui-u.ac.jp 

中高齢者に多発している転倒事故などは、筋機能の低下と脳での調整能力の低下に

より起こっていると考えられます。 

健やかな日常生活をおくるための、適切・適量の筋運動と、筋活動を認識した脳と

のコミュニケーション活動をあわせた各種の基礎的運動実践を、下記の日程で全４回

８時間にわたって行います。 

あな た は、 この 公 開 講座 にどの程度
満足されま したか？

満足
58%

無回答
5%

大変満足
37%

大変満足

満足

やや満足

やや不満

不満

大変不満

無回答

この公開講座の内容はいかがで したか？

やさしかった
21%

無回答
5%

ちょうどよ
かった

74%

むずかし
かった

ややむず
かしかった

ちょうどよ
かった

やややさし
かった

やさしかっ
た

無回答

２００７年度福井大学公開講

女女性性ののたためめのの健健康康増増進進講講座座  

福井ライフ・アカデミー連携 

７月から１２月まで随時開催！ グループでお申込みくださ

【申し込み先】 
福井大学医学部看護学科 母子看護学・助産学教室 

電  話：０７７６-６１-３１１１（内線２６５６） 

   F A X：０７７６-６１-８１６７ 

 女性のライフサイクル，すなわち思春期・成熟期・更年期・老年期における生涯の健康は，女

性ホルモンの状態に大きく左右されています。加えて，日本人女性の近年のライフスタイルの変

化により，女性の病気や悩みも変化しています。特に乳がんについては，現在、女性のがん罹患

の第 1 位であり，今後もますます増加することが予想されていますが，検診受診率は残念なが

ら低いのです。そこで，女性が一生涯を通じて健康的でいきいきとした生活を送るために，女性

の身体やホルモンについて，また，女性特有のがんである乳がん・子宮がん検診を受けることの

重要性，生活習慣病の予防などに対する知識・技術を分かりやすく身につけてもらうことを目的

とした健康増進講座を開催しますので，ぜひご参加ください。 

【対   象】 女性のグループ（１グループ１５～３０名程度でお申込みく

ださい。） 

【開催期間】 平成１９年７月～１２月 
（細かな日程は打ち合わせの上，調整します。） 

【開催場所】 地区の公民館や集会所等 （ご要望に応じて，こちらから伺

います） 
【受 講 料】 無料 

ただし、資料代（実費）としてお一人 300 円が必要です。 

ご あ ん な い 

資料 5-5-3 地域のラジオ局との連携による医療話題の提供 

（附属病院ＨＰより）
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②医療に関する自治体への支援体制 

自治体等と医療活動に関する協定締結及び協議等により，分娩医療を休止した地域の

分娩引受け支援【資料 5-5-4】，先進的な治療法の研究，災害時医師派遣，健康教室の実

施等を行った【資料 5-5-5～7】。また，災害救急医療に対応するためＤＭＡＴを２チーム

組織するとともに，能登半島地震に自主的に医師・看護師等を派遣した。 

 

資料 5-5-4 奥越地区における分娩患者の受入について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 5-5-5 協定締結による先進的な治療法の研究 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（福井新聞 H19.3.28） 

 全国的に産婦人科の医師不足が大きな話

題となっており，奥越地区でも唯一の産婦人

科を持つ福井社会保険病院において，平成 19

年４月から分娩が休止された。この対策のた

め，本学附属病院において分娩の受入体制を

整え，奥越地区の患者の不便・不安を解消す

ることに努めた。 

 
医学部附属病院と福井社会保険病院との産婦人科診療連携

福井社会保険病院
産婦人科

福井大学病院
産婦人科

外来機能
入院機能

分娩機能

大野市・勝山市・福井県

奥
越
住
民
の
不
便
を
解
消
し
、

高
度
産
婦
人
科
医
療
を
提
供

平成 17 年５月 12 日，本学医学部とスギの産地で知られる旧美山町（平成 18 年２月福井市に合併）との

間で連携協定を締結し，花粉症治療についての研究拠点として「花粉症治療研究センター」を設置して，先

進的な花粉症研究を進めている。 

大学と地方自治体がアレルギー研究で連携するのは全国初であり，また，近年マイナスイメージが強まる

スギ花粉を活用した新しい治療法の研究・開発を推進することにより，スギ産地としてのイメージアップに

も貢献した。 

（事務局資料）
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資料 5-5-7 相互友好協定締結の大野市との連携事業例 

本学担当教員 

連携事業・テーマ 内容の概要 

所属 氏名 

担当部署 

寝たきり予防のた

めの健康教室 

高齢化率 24％を占め，多くの高齢者が農

業・林業の担い手であるという大野市の

実情に鑑み，要介護危険度のチェックや

筋力を保持増進するなど，地域に根ざし

た取組を行います。 

教育地域科学部 戎  利光 
大野市 

保健衛生課 

大野市 

保健センター

女性のための健康

増進講座 

女性が一生涯を通じて健康的でいきいき

とした生活を送るために，女性の身体や

ホルモンについて，また，女性特有のが

んである乳がん・子宮がん検診を受ける

ことの重要性，生活習慣病の予防などに

対する知識・技術を分かりやすく身につ

けてもらうことを目的とした健康増進講

座 

医学部 

看護学科  

 

母子看護学・

助産学教室 

大野市 

阪谷公民館 

（本学ＨＰ「ニュース＆トピックス」より）

資料 5-5-6 永平寺町及び嶺北消防組合との災害時医師派遣に関する協定締結 

 

調印後握手を交わす上田病院長と松本永平寺町長 

平成 19 年度，医学部附属病院と永平寺町及び

嶺北消防組合との間で，集団的に発生する傷病者

の救急医療対策に関する応援協定を相次いで締

結した。 
 

永平寺町  ：平成 19 年 11 月 26 日締結 

嶺北消防組合：平成 20 年 02 月 18 日締結 

集団災害時発生の際には，支援体制の充

実・機関の特性に応じた応援が必須条件であ

り，今回の締結によって消防関係機関との連

携が一層強化され，本院の医療スタッフが迅

速に災害発生現場へ出動できる体制が整っ

た。 

協定書を取り交わす上田病院長と吉田消防長 

（事務局資料）
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 ③子どもの悩み 110 番 

保護者やこどもの悩みを受け止める相談窓口「子どもの悩み 110 番」を開設し，県こ

ども療育センターや福井弁護士会と連携して不登校，いじめ等の問題解決に努めている

【資料 5-5-8,9】。 

 

資料 5-5-8 「子どもの悩み 110 番」による悩み相談の開設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（朝日新聞 H19.5.26） 

「子どもの悩み 110 番」で

は，本学教員の他にも弁護士

や医師もスタッフとして加わ

り，電話での相談だけでなく，

相談者の了解を得た上で，学

校や教育委員会を訪れるな

ど，きめ細かな対応を行って

いる。 

累計の相談件数は，累計 900

件を超え，保護者や子どもの

悩みを受け止め，解決への手

助けとなる貴重な窓口となっ

ている。 

（本学ホームページより）

■ 本学ＨＰの「地域の方へ」に，相談窓口を開設している 

 資料 5-5-9「子どもの悩み 110 番」のご案内 

子どもの悩み 110 番 

－日頃の思いを語ってみませんか－ 

 

小学生・中学生・高校生の皆さん。お父さんお母さん・おじいさん・おばあさん。 

そして，教師の皆さん。日頃の思いや悩みを語ってみませんか？ 

 

学校，家庭，地域で，悩んだり，困ったりしていませんか？ 

いじめ・体罰・校則，そして部活動・勉強・障害の悩み……学校へ行けなくて悩んでいませんか？ 

 

日本も批准した国連の「子どもの権利条約」では，子ども達こそが主人公です。 

日頃だれにも相談できないことを，電話でもファックス（ＦＡＸ）でも気楽に寄せて下さい。 

面接相談も受付けます。弁護士や医師・大学のスタッフが一緒になって考えていきます。 

 

もちろん，「秘密」は堅く守ります。（相談はすべて無料） 
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b)「小項目５」の達成状況 

 

（達成状況の判断） 

Ⅳ 目標の達成状況が非常に優れている。 

 

（判断理由) 

目指すべき研究の方向性について，本学理念及び基本的な目標に則り，本学の立地，

歴史，特色等に基づいた全学的に取組むべき重点研究領域を明確にし，地域に根ざした

総合的・実践的共同研究を推進した。その結果， 

１．学校改革，実践教育研究，教職大学院設置，ライフパートナー事業，地域教育研究

のネットワーク化等に関し顕著な成果を上げると共に，多様な共同研究の成果を地域

社会に積極的に還元した。これにより不登校児が減少したことは特筆できる。 

２．繊維・原子力を始めとする多彩な分野で，産学官連携を基盤とした共同研究を展開

し，地域産業に成果を還元した。 

３．医療分野では，地方自治体と連携した疾患の予防，分娩が休止された地域の支援等

に取組み，医療資源の社会還元を図った。 
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○小項目６「本学の立地，歴史，特色等から目指すべき研究の方向性と全学的に取り組

むべき重点研究領域を明確にし，強力に推進する」の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

計画 6-1「本学の理念・基本的な目標に則り，独創的でかつ特色のある研究課題（分

野）を設定し，推進する。」に係る状況 

 
①研究課題の設定 

本学の理念及び基本的な目標に則り，研究に関する中期目標の実現を企図した計 11

の重点研究課題を設定した【資料 6-1-1,2】。  
 

 

 

（事務局資料）

資料 6-1-1 重点研究課題設定のフローチャート 

【立地，歴史，特色】

○原発立地県，特徴的産業基盤，高

齢化

○旧福井大学（教育地域科学部，工

学部）と福井医科大学の統合によ

る新制福井大学の創設

【理念】

福井大学は，学術と文化の拠点として，高い倫理観のもと，人

々が健やかに暮らせるための科学と技術に関する世界的水準での

教育・研究を推進し，地域，国及び国際社会に貢献し得る人材の

育成と，独創的でかつ地域の特色に鑑みた教育科学研究，先端科

学技術研究及び医学研究を行い，専門医療を実践することを目的

とします。

【基本的な目標】

地域や国際社会にも貢献し得る人材を育成するとともに，基礎研究を重視しつつ，高エネルギー医学，遠赤外領

域，原子力の安全分野での世界的水準の研究を始めとした独創的な研究及び高度な先端的医療を実践することに

よって，地域はもとより国及び国際的にも貢献し得ることを目標とする。

【５つの中期目標の策定】

小項目１：科学の発展に寄与する質の
高い基礎研究を推進する。

小項目２：国際社会，地域社会へ貢献
できる知的成果を探究し，広く国内外
の社会に発信できる知的拠点を形成す
る。

小項目３：基礎研究と応用研究のバラ
ンスをとりながら，人類の知的財産の
獲得と福祉の向上に貢献する高水準の
研究を目指す。

小項目４：21世紀ＣＯＥプログラムに
基づく世界最高水準の研究を目指す。

小項目５：地域に根ざした新しい総合
的，実践的な共同研究を目指す。

１ 地域・学校と協働ですすめる地域の学校改革とそのた
めの実践的な教育研究を行う。

２ 地域の文化，住民生活，自治の向上に資する地域科学
研究を行う。

３ 地域の教育研究ネットワークの中心的存在としての役
割を強化する研究を行う。

４ 神経系，免疫系などを対象として細胞の分化と増殖の
制御機構を分子レベルで明らかにし，高次生体システムの
発達・構築とその維持に関わるメカニズムの解明に関する
研究を行う。

５ 生殖・内分泌医学に関する基礎的研究及びトランス
レーショナルリサーチ（基礎的な研究成果の臨床応用）に
繋がる研究を行う。

６ 人の生活の質（ＱＯＬ）と福祉の向上に関連する様々
な領域を結集した医学研究を行う。

７ 生体内の様々な機能情報を画像化するための標識薬剤
の開発研究とデータ収集・解析法の開発研究を行い，悪性
腫瘍，脳疾患，心疾患などにおける臨床的意義の確立を目
指す。

８ 健康障害をもつ人々の生活の質の向上と健康維持に寄
与できる看護学研究を行う。

９ 物質，システム，環境設計系諸分野の発展に寄与する
研究を行う。

10 ファイバーアメニティ研究，原子力・エネルギー安全
工学研究など地域社会の産業活性化と既存産業の活性化と
新産業創出に寄与できる研究を行う。

11 国内外の研究機関との共同研究で遠赤外領域開発研究
センター，高エネルギー医学研究センターなど国際的な研
究拠点として先導的な役割を果たす研究を行う。
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資料 6-1-2 第 1 期中期目標期間における福井大学の重点研究課題 

 

 

 

 

福井大学重点研究課題（第 1 期中期目標期間） 

№ 重点研究課題名 
該当の 

小項目番号

１ 地域・学校と協働で進める地域の学校改革とそのための実践的な教育研究 ５ 

２ 地域の文化・住民生活・自治の向上に関する地域科学研究 ５ 

３ 地域の教育研究ネットワーク中心的存在としての役割を強化する研究 ２ 

４ 
神経系・免疫系などを対象として細胞分化と増殖の制御機構を分子レベルで明ら

かにし，高次生態システムの発達・構築・維持に関わるメカニズムの解明に関す

る研究 

１ 

５ 
生殖・内分泌医学に関する基礎的研究及びトランスレーショナルリサーチに繋が

る研究 
３ 

６ ＱＯＬと福祉の向上に関する様々な領域を結集した医学研究 ３ 

７ 生体内の様々な機能情報を画像化するための標識薬剤の開発研究 ４ 

８ 健康障害をもつ人々の生活の質の向上と健康維持に寄与できる看護学研究 ３ 

９ 物質，システム，環境設計系諸分野の発展に寄与する研究 １ 

10 
ファイバーアメニティ研究，原子力・エネルギー安全工学研究など地域社会の産

業活性化と既存産業の活性化と新産業創出に寄与できる研究 
２ 

11 
国内外の研究機関との共同研究で遠赤外領域開発研究センター・高エネルギー医

学研究センターなど国際的な研究拠点として先導的な役割を果たす研究 
２ 

本学の特色を踏まえ，当該中期目標期間において全学的に取り組むべき 11 の重点研究領

域を設定し，重点的に研究費を配分して，各研究領域における研究を推進している。 

（事務局資料）
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②研究の推進と成果 

重点研究推進のため，研究経費や人的支援体制の整備に努め【資料 6-1-3,4】，独創的

で地域の特色に鑑みた教育科学研究，先端科学技術研究，医学研究及びそれらの融合分

野の研究を推進し，小項目１～５に述べたように数々の特筆すべき成果を上げた。 
 

資料 6-1-3 重点配分経費による研究支援 

 

 

 

 

 

 

 

平成 19 年度重点配分経費配分方針 

事 項 配分方針 
平成 19 年度

配分額 

学長裁量経費 

中期目標・中期計画を遂行するために，学長のリーダーシッ

プの下に実施されるトップダウン型のプロジェクト経費及

び基礎的・萌芽的研究分野に係る公募採択型経費を措置 

○トップダウン型のプロジェクト経費（中期計画・中期目標

を遂行するための経費） 

○基礎的・萌芽的研究分野に係る教育・研究を行うための競

争的経費 

○全学的施設の改修等に必要な経費 

167,000 千円

学部長裁量経費 

学部レベルにおいても，学部長のリーダーシップを通じて教

育研究の推進を実施 

○教育地域科学部長裁量経費（科研費等申請支援経費，教育

プロジェクト経費等） 

○工学研究科長裁量経費（公募型の萌芽研究支援経費・調査

経費等） 

○医学部長裁量経費（任期付助教に対する研究支援経費，外

部資金導入促進経費等） 

30,927 千円

余剰ポイント数に応じた 

ポイント相当還元額及び 

教育研究組織係数経費 

地域手当１％支給時の人員計画に基づき算定し，重点配分経

費として学部等へ再配分 
156,459 千円

競争的配分経費 

更なる競争的環境の創出・推進を図るための「競争的配分経

費」として，学内公募型の若手研究者支援経費及び教育活動

支援経費を措置 

30,470 千円

決算剰余金 
平成 18 年度の学部等の繰越額について，重点配分経費とし

て学部等へ再配分 
290,091 千円

間接経費等執行経費 
研究環境の改善及び充実，研究活動の推進，研究支援業務の

遂行に必要な事項に措置 
122,342 千円

学長を財務の最終責任者として，中期目標・中期計画実施のための予算編成を行い，収入増及び経費削

減については，毎年度目標を設定する等の基本的原則を定めた上で，予算編成方針・予算原案は，経営協

議会，役員会の議を経て学長が最終決定している。 

この方針に基づき，学長の強いリーダーシップの下，長期的視野に立った大学の戦略・重点課題を達成

し，社会的ニーズの変化に柔軟かつ機動的に対応するための経費「重点配分経費」を措置している。 

（事務局資料）
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b)「小項目６」の達成状況 

 

（達成状況の判断） 

Ⅳ 目標の達成状況が非常に優れている。 

 

（判断理由) 

目指すべき研究の方向性について，本学理念及び基本的な目標に則り，本学の立地，

歴史，特色等に基づいた全学的に取組むべき重点研究領域を明確にし，学長の強いリー

ダーシップの下，研究経費や人的支援体制の強化に積極的に取組み，11 の重点研究課題

を強力に推進した。その結果，小項目１～５に記述した通り，すべての研究課題で顕著

な成果を上げた。 

 

平成 19 年度重点配分経費につ

いては，「外部資金の間接経費等

を加えることにより，前年度以上

を確保する」ことを予算配分方針

として掲げ，７億 9,729 万円を配

分した。 

長期的視野に立った学長の強

いリーダーシップの下，大学全体

の予算が減少している中で，重点

配分経費の総額，総事業費に占め

る割合ともに，年々増加してい

る。 

（事務局資料）

資料6-1-4 重点配分経費配分額の推移 

重点配分経費配分額の推移 
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○小項目７「研究の水準・成果を的確に評価・フィードバックして研究の質の向上を図る」

の分析 

 a)関連する中期計画の分析 

計画 7-1「重点研究領域の選定，研究成果の評価，評価結果のフィードバックシステ

ムに関する審議機関を設置し，研究の水準・成果と質の向上のための方策を検討す

る。」に係る状況 

 

 ①重点研究推進に関する機関の設置 

学長のリーダーシップにより，重点領域プロジェクト研究の推進並びに予算の重点配

分を実現した【P80 資料 6-1-3】。研究担当理事を委員長とする研究推進委員会を設置し【資

料 7-1-1】，さらに各重点領域の推進を担う実務組織を置いた。また，産学官連携推進本部

を置き，研究の推進及び水準・成果と質の向上に努めた【P24 資料 2-4-3】。 

 

 

 
資料 7-1-1 研究推進委員会の構成リスト，議事録(抜粋) 

（事務局資料）

平成１９年度 研究推進委員会委員一覧 

 

委員長 理事（副学長）研究・評価           伊藤 春海 

    総合実験研究支援センター長 

委 員 附属図書館長／理事（副学長）教育・学生    中川 英之 

〃  地域共同研究センター長            高島 正之  

〃  高エネルギー医学研究センター長        藤林 康久  

〃  遠赤外領域開発研究センター長         齊藤 輝雄  

〃  総合情報処理センター長           高橋 謙三 

〃  ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー長     山本 暠勇   

〃  生命科学複合研究教育センター長        佐藤  真 

〃  教育地域科学部教授              梅澤 章男  

〃  医学部教授                  宮本  薫 

〃  工学研究科教授                 小倉 久和  

〃  総務部総務部長                 西岡  衛 

（任期：平成１８年４月１日～平成２０年３月３１日） 

(H19.4.1～) 

(H19.4.1～) 

(H19.4.1～) 

(H19.4.1～) 

(H19.4.1～) 

(H19.4.1～) 

研究推進委員会 議事録【抜粋】 
 
平成１９年４月１２日（木） １６：３０～１８：００ 
【報告事項】 
※平成１８年度重点研究に係る研究成果の審査結果について       

委員長から，資料に基づき，平成１８年度重点研究「プロジェクト研究」等の採択者による

研究成果発表会を３月に実施し，その際の審査結果について報告があった。 

委員から，この審査結果の活用方法や評価結果の本人へのフィードバックの在り方等につい

て意見が出され，今後検討の上，学長方針を示すこととなった。 

 

 

平成１９年６月１１日（月） １６：３０～１７：１５ 

【協議事項】 
※平成１９年度重点研究「プロジェクト研究」等の採択について 
  委員長から，資料に基づき，学長裁量経費による「プロジェクト研究」等の採択原案について

提案があり，検討の結果これらを承認した。 
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 ②研究の水準・成果と質の向上に関する取組 

重点研究領域に関する研究課題の募集・選定では，科研費申請を応募条件とし，知的

財産本部による新規性のプレサーチを実施して質の向上を図った【資料 7-1-2, P70 資料

5-4-3】。また，成果集の刊行と同時に成果発表会を開催し，研究成果の評価を実施して次

年度の重点課題選定や支援に反映させた【資料 7-1-3～5】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 7-1-3 学内重点研究成果発表会の開催と成果の評価 

（事務局資料）

事務用電子掲示板に掲載された「学内重点研究成果発表会」の通知

と発表会の様子 

資料 7-1-2 科研費申請を応募条件とする研究課題の募集 

 

 

 ３「競争的配分経費」（2,097万円） 

 （１）対象者・募集内容等 

・対象者は、若手（准教授以下）とし、科研費継続採択者または20年度申請した者に限る。

・研究課題は、将来プロジェクト研究やＣＯＥに結びつくような可能性、発展性に富んだ

ものであること。 

 （２）研究経費の配分額の目安 

    １件当たり配分額は100万円を上限とする。 

 （３）研究課題の決定 

    本委員会が行う。 

 

Ⅱ 申請の要領 

 １ 別紙様式により、メールの添付ファイル又はＦＤで研究推進課研究協力係に提出のこと。

   また、「基礎的・萌芽的研究」又は「学部間学内共同研究」に応募する者は、「研究情報・

特許情報検索依頼書」についても提出のこと。 

（メールアドレス：skkenkyo-k@sec.icpc.fukui-u.ac.jp） 

   （なお、研究終了後は報告書を提出いただくとともに研究成果発表会を行います。） 

 ２ 「基礎的・萌芽的研究」と「競争的配分経費」の重複申請は認めない。 

 ３ 締め切り日：平成２０年４月２５日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２０年３月１４日 

 

 

教員各位 

 

            研究推進委員会委員長 

 

 

福井大学重点研究「学長裁量経費」及び「競争的配分経費」の募集について（通知） 

 

このことについて、本年度も福井大学重点研究に係る学長裁量経費（「基礎的・萌芽的研究」、

「学部間学内共同研究」）及び競争的配分経費が配分されることとなりました。 

ついては、下記により研究課題を募集しますので、多数の申請をお願いします。 

 

記 

 

Ⅰ 募集する研究課題の種別 

  いずれも全学の中期目標・中期計画に沿った研究であることが望ましい。 

 １「基礎的・萌芽的研究」（学長裁量経費から1,000万円） 

 （１）対象者・募集内容等 

対象者は科研費継続採択者または20年度申請した者に限る。研究課題は、基礎的・萌芽

的研究分野で、将来ＣＯＥに結びつく可能性の大きいものとする。 

 （２）研究経費の配分額の目安 

１件当たり配分額は200万円を上限とする。 

 （３）研究課題の決定 

学長が決定する。また、学長は全学的視野から別途の研究課題を設定し、その実施を指

示することがある。 

 

 ２「学部間学内共同研究」（学長裁量経費から300万円） 

 （１）対象者・募集内容等 

・対象者は、複数学部間連携による研究を実施する者で、今後進展が期待できるもの、た

だし、研究代表者は科研費継続採択者または20年度申請した者に限る。 

・研究課題は、将来プロジェクト研究やＣＯＥに結びつくような可能性、発展性に富んだ

ものであること。 

・他の研究種目との重複申請は可とする。（ただし、同一研究課題は不可） 

（２）研究経費の配分額の目安 

    １件当たり配分額は100万円を上限とする。 

 （３）研究課題の決定 

    本委員会が行う。 

 

 

 （事務局資料）
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資料 7-1-5 重点配分経費における評価結果に基づく資源配分について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b)「小項目７」の達成状況 

 

（達成状況の判断） 

Ⅳ 目標の達成状況が非常に優れている。 

 

（判断理由) 

１．研究担当理事を委員長とする研究推進委員会と実務組織を置き，研究の水準と質の

向上のための方策の検討・実施，重点研究領域の選定，研究成果の評価，評価結果の

フィードバックシステム構築等，活発に活動を行った。 

２．産学官連携本部を置き，新規性プレサーチの実施等，研究の推進及び水準と質の向

上に努めた。なかでも研究成果発表会を開催して成果を評価し，その結果を次年度の

重点課題選定や支援に反映させたことは特筆できる。 

 

重点配分経費中の学長裁量経費・競争的配分経費に関する研究課題の選定に当たっては，各教員から研

究課題を公募し，学内外の産学官連携コーディネータや関係委員会等による一次審査，ヒアリング等によ

る二次審査を通じて採択順位と配分額の原案を作成し，学長が最終決定を行っている。 

これらの経費については，年度末に報告書の提出を義務付けるとともに，研究成果発表会の開催による

複数の審査員による採点を行い，その採点結果を次年度の継続採択に反映させている。 

（事務局資料）

公募公募 審査審査 決定決定 研究
成果

研究
成果 評価評価

次年度継続の
有無の決定

次年度継続の
有無の決定

研究成果発表会の
開催

研究成果発表会の
開催

資料 7-1-4 研究成果報告集「明日への挑戦」 

（福井大学重点研究成果集 2007）
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②中項目１の達成状況 

（達成状況の判断） 

Ⅳ 目標の達成状況が非常に優れている 

 

（判断理由） 

目指すべき研究の方向性について，本学理念及び基本的な目標に則り，本学の立地，

歴史，特色等に基づいた全学的に取組むべき重点研究領域を明確にし，学長の強いリー

ダーシップの下，研究経費や人的支援体制を強化しつつ，①質の高い基礎研究，②国際・

地域社会へ貢献できる知的拠点形成，③人類の知的財産獲得と福祉向上に貢献する高水

準の研究，④21 世紀ＣＯＥプログラム「生体画像医学の統合研究プログラム」に基づく

世界最高水準の研究教育拠点形成，及び⑤地域に根ざした総合的・実践的共同研究を強

力に推進した。 

その結果，①イオンチャネル調節機構，原子核物理学，②地域教育研究のネットワ

ーク構築，地域産業活性化・創出，研究成果公表のシステム構築，③生殖・内分泌医学，

人工関節開発，産学官連携に基づく知的財産形成，④放射線診断教育，生体画像医学研

究，⑤学校改革，教職大学院設置，産学官連携を基盤とした地域共同研究，医療資源の

社会還元等の分野で顕著な成果を上げた。 

これらの取組により得られた成果は，国内外の研究者に注目され，大型プロジェクト

の採択等多くの外部資金の獲得に繋がった。これは先端的であるとともに，地域・学界・

産業界に十分貢献する研究を推進できたことの証左である。 

また，得られた研究成果は様々な手法を用いて広く社会に還元し，その結果は，共同・

受託研究件数，特許出願件数，大学発ベンチャー起業件数，協力会会員数，技術相談件

数の大幅な増加に現れている。 

 

 

 

③優れた点及び改善を要する点等 

（優れた点） 

１．高エネルギー医学研究センターでは，21 世紀ＣＯＥプログラム等の大型研究費を基

盤として，多様な基礎・臨床応用研究に取組むと共に，国内外機関との共同研究・

国際会議の開催等を通じ，国際的研究教育拠点を形成した。（計画 4-1, 4-2, 2-3） 

２．地域の学校改革と実践的な教育研究に取組み，教職大学院の設置に結実した。（計

画 5-1） 

３．神経系、免疫系分野の研究は，Cell 誌の月間ダウンロード数１位の研究成果や，論

文引用度指数の高い研究成果に結実した。（計画 1-1） 

４．遠赤外領域開発研究センターでは，国外機関との学術交流・共同研究等を通じ，国

際的研究拠点形成を図った。（計画 2-3） 

５．産学官連携を推進し，共同・受託研究件数，協力会会員数，大学発ベンチャー起業

件数，特許出願件数，技術相談・指導件数等が大幅に増加した。（計画 3-4,5-4） 

 

 

（改善を要する点） 

   なし 
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（特色ある点） 

１．福井県の立地・特色に基づき，ファイバーアメニティ研究，原子力・エネルギー安

全工学研究を推進した。（計画 2-2） 

２．自治体等と医療活動に関する協定を締結し，社会問題となっている分娩医療受入支

援等を実施した。（計画 5-5） 

３．知的財産本部による教員研究のプレサーチを実施し，新規性を有する研究の推進を

図った。（計画 3-4, 5-4） 

４．研究成果発表会を開催して成果を評価し，その結果を次年度の重点課題選定や支援

に反映させた。（計画 7-1） 

 

 

研
究
１ 

中
項
目
１ 

研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
［ 

優
れ
た
点
等 

］


	中項目１　研究水準及び研究成果等（続き）
	小項目４　21世紀ＣＯＥプログラ
	4-1　21世紀ＣＯＥプログラ
	4-2　生体内の様々な機能情
	小項目４の達成状況

	小項目５　地域に根ざした新しい
	5-1　地域・学校と協働です
	5-2　地域の文化，住民生活
	5-3　学校教育や社会基盤に
	5-4　特許等の技術移転や技
	5-5　地域，自治体等との連
	小項目５の達成状況

	小項目６　本学の立地，歴史，特
	6-1　本学の理念・基本的な
	小項目６の達成状況

	小項目７　研究の水準・成果を的
	7-1　重点研究領域の選定，
	小項目７の達成状況

	中項目１の達成状況
	優れた点改善を要する点等




